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１．はじめに

　鳴門教育大学教員教育国際協力センター（以下，

INCET）では，派遣現職教員の任地での活動の支援を

目的とする文部科学省「国際協力イニシアティブ」教

育協力拠点形成事業として，平成１９年度は「派遣現

職教員の活動の幅を広げるハンズオン素材とその活動

展開モデルの開発」を実施した．平成２０年度は，平

成１９年度の事業の成果を踏まえ，「日本国内での実践

知を反映したハンズオン教材の集約」に取り組んだ．

　平成１９年度の事業では，任地で手に入る廉価な材料

を用いて，生徒を引き付ける面白みのある授業を展開

できる「ハンズオン素材」の集約とその活動展開モデ

ルの開発に着手した．そして，東南アジア地域からバ

ングラデシュ人民共和国をアフリカ地域からタンザニ

ア連合共和国をそれぞれ選定し，両国において授業実

践をおこなった．ハンズオン素材の集約にあたっては，

青年海外協力隊や派遣現職教員などの隊員間での成果

伝達の橋渡しも兼ねる目的から，派遣中・帰国後の隊

員に呼びかけ，実際に自分が任地において開発した教

材の提供も募った．最終成果物として，「途上国で手に

入る材料で子ども達を引き付ける授業ができるハンズ

オン素材集」（服部・青山，２００８）の他，文部科学省

「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業の

関連情報の整備・管理をおこなっている筑波大学教育

開発国際協力研究センター（CRICED）が管理・運営

する HP「国際協力イニシアティブ」ライブラリへの

データ登録と，INCET の HP 上に「ハンズオン素材デー

タベース」を設置した（青山，２００８）．

　本稿では，平成２０年度の事業展開から最終成果物

「開発途上国で手に入る素材を活かすハンズオン教材

の作り方」（服部・松嵜，２００９）の作成に至るまでの

経緯と，事業の反省点について報告し，今後の事業展

開の方向性について検討する．

２．平成２０年度の事業の背景と目的

　平成２０年度の事業は，平成１９年度の事業の反省か

らはじまった．ハンズオン素材の集約と成果および評

価から次の２点が課題として浮かび上がった．「１）「大

学の知の活用」という観点から，集約された素材はま

だ不十分な点が多く，改善を必要とする．２）すでに相

当数のハンズオン素材が集約されたが，各教科各単元

が揃っておらず，隊員からの広範なニーズに応えられ
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るだけの蓄積には至っていない．」（文部科学省内 HP

より）

　以上のことから，次のような事業展開を構想した．

国際教育協力に携わる大学教員によるハンズオン素材

に対する評価・改善をおこない，その質的向上を図る

とともに，各大学で実施されている教育協力事業にお

いて開発されているハンズオン素材の集約を進める．

また，ハンズオン素材が現地の言語に翻訳されている

ことによる利点は非常に大きく要請も多いことから，

英語，スペイン語を中心として，可能な範囲で多言語

翻訳を進める．

　そして，平成２０年度の事業では，以下の３点を目

標として設定した．「第１に，集約されたハンズオン素

材に対して，教育の専門家の視点から検討を加え，評

価・改善を行う．第２に隊員からのニーズに応えるべく，

ハンズオン素材の充実を図る．今般のハンズオン素材

集約方法は，隊員に対する呼びかけではなく，国内大

学で実施されている国際教育協力事業の中で開発され

たハンズオン素材の収集である．第３に，集約したハ

ンズオン素材の多言語化を進めることである．」（文部

科学省内 HP より）

　ハンズオン素材に対する検討の中では，個別のハン

ズオン素材の改善をおこなうことに加え，授業改善へ

の効果や有用性，扱う教師の力量に対する要求度など

様々な観点から分類し，利用する隊員および現地教員

への指標の提供を目指す．こうすることで個々の隊員

の状況に応じた有益なリソースを提供することへとつ

ながる．また，ハンズオン素材が現地語に翻訳されて

いることで，現地教員（カウンターパート）等とも情

報を共有することができ，隊員と現地教員が共同して，

授業構成に対する検討ができるようになる．

３．ハンズオン教材の集積に向けた取り組み

　平成２０年１２月１９日に実施した，事業の活動実施

者による研究会において，教材作成に必要となる素材

とハンズオン素材を区別することや，教材の製作過程

について手順を写真入りで示すことによって，ハンズ

オン教材を初めて目にする隊員や現地教員に対しても，

ハンズオン教材の製作が容易になるよう改善すること

とした．そして，見開き２ページを基本として１つの

教材をまとめることで，見やすさにも配慮することと

した．研究会におけるこれらの指摘を踏まえ，平成２０

年度の事業では，平成１９年度の事業で集約した素材群

についてのフォーマットを変更するとともに，新たな

ハンズオン教材の開発にも着手することとなった．以

下は，フォーマット変更にともなう，平成１９年度の

事業で設定していた項目と平成２０年度の事業に設定

した項目の関係である．

　変更を加えていない項目は，「タイトル」「ねらい」

「対象概念」「指導する際のポイント」「留意点」「製作

者」である．削除した項目は，「教科」「単元」「コメン

ト」「図表・写真等」「出典」である．「教科」および

「単元」の項目を削除した理由は，教科教育の知見を

もとに教材化が進められているものの，開発途上国に

おいては必ずしも対応する教科がないことや，指導内

容によっては，特定の教科による項目で分類が困難な

教材が多いことによる．整理・統合した項目は，以下

のものである．「必要な材料」は，「ハンズオン素材と

準備」と「必要となる材料」に分けた．その理由は，

開発途上国で入手可能な素材によって代替可能な材料

と，文房具のような授業および教材作成に「必要とな

る材料」に区別するためである．また，「教材の作り

方」「教材の使い方」「授業の流れ」の項目をまとめて，

「製作過程」として，写真入りで掲載することにした．

そして，「言語」は「国名（言語）」に変更し，授業の

中で実際に使用した素材について記す「使用素材」と

いう項目を新規に設け，「学年」「時間数」と合わせて，

「事例紹介」にまとめた（資料１，資料２）．

４．パラオ共和国における授業実践

　鳴門教育大学大学院学校教育研究科国際教育協力

コースの授業「国際教育協力演習Ⅱ（現地演習）」とし

て，平成２０年１月１２日から２６日の期間渡航し，パ

ラオ共和国（以下，パラオ）のアイライ小学校（Airai 

Elementary School）において，大学院生が図画工作・

美術教育の実践をおこない，筆者は大学院生の引率と

授業と担当した．

　アイライ小学校は，第１学年から第８学年までの児

童・生徒が在籍しており，すべての学年で異なる教材

を準備して授業を計画した．しかし，ハンズオン教材

の利用という観点から当初の計画を変更し，第３学年

と第７学年では，同じ教材「スクラッチの不思議」を

使用し，比較をおこなうこととした．本稿では，この

教材を例にとって説明する．

⑴　第３学年における取り組み

　第３学年では，教材として，白ボール紙（白色）を

１人２枚準備してお

き，額縁となる部分も

予め準備をしておい

た．授業前に担任を通

して，スクラッチ用具

を持参してくるよう

児童に連絡をお願い

してあったが，残念な 写真１
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がら準備をしてきた児童はいなかった．そのため，ス

クラッチ用具は，予め準備をしておいたフォーク，プ

ラスチック製スプーン，定規，コイン（日本の５円硬貨），

楊枝，竹串を用いた（写真１）．

⑵　第７学年における取り組み

　第７学年では，ボール紙（四つ切）を１人２枚準備

したが，額縁部分は準備をせず，額縁づくりも授業の

中でおこなった．スクラッチ用具は，予め準備をして

おいたものも利用可能としたが，自宅や学校の周辺か

ら適当なものを探してくるよう指導した．プラスチッ

ク製フォーク，アルミファイル，ゼムクリップ（写真２），

ボタン，石（写真３）の他，コイン（パラオの硬貨），

釘，ビーズなどをスクラッチ用具として用いている生

徒がいた．

　また，「わたしのパラオ（My Palau）」というテーマ

を生徒に与え，作品をつくるように指示したため，生

徒は各々がテーマを設定した．テーマの一例として，

バイ（写真４）やストーリーボード（写真５）を額縁

としている生徒がいた．

　バイを形取った額縁づくりに取り組んだ生徒は，額

縁を飾るためにココナッツの葉や皮を準備し（写真６），

さらに，学校の校庭から石を拾い集め（写真７），「My 

Abai」という作品を製作した（写真８）．

　ストーリーボードを形取った額縁づくりに取り組ん

だ生徒は，額縁を飾るためにビーズや貝殻を準備し，

「My Turtle」という作品を製作した（写真９）．

５．ハンズオン教材の集約

　４．で紹介した，パラオにおける実践事例については，

指導案作成のもととなった日本の小学校における実践

事例を「教材の作り方」として，授業の実際に対応す

る内容を「実践事例」として紹介している．そして，

平成１９年度事業の項目である「教材の作り方」の説

明は原則変更を加えず，「製作過程」の説明としている．

　多言語翻訳を，すべての教材について進めており，

最終成果物の１つである冊子には，５言語（日本語，

英語，フランス語，スペイン語，アラビア語）が翻訳

済みの教材を収録した．そして，この冊子とは別に，

平成２０年度の事業では，各言語のみを収録した別冊を

準備することとした（写真１０）．

　INCET では，JICA 受託事業として地域特設「中東地

域小学校理数科教育改善」研修や地域特設「仏語圏ア

フリカ INSET 運営管理（校内研修導入，改善支援）」

研修をおこなっている．前者の研修地域では，アラビ

ア語が使用されており，後者の研修地域では，フラン

ス語が公用語となっている．これらの地域の研修員に

写真４　バイは，パラオの

伝統的な集会所で，写真は

現存するアイライ州にある

最古のもの．

写真２　　　　　　　　　　　写真３

写真５　ストーリーボード

にはパラオの神話等が彫り

こんであり，代表的土産の

１つとなっている（写真は

パラオ政府観光局 HPより）．

写真６　　　　　　　　　　　写真７

写真８

写真９
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対しては，５言語すべてを収録した冊子を配布するので

はなく，各地域で使用されている言語のみを収録した

別冊の配布を予定している．このような資料提供によ

り，各国の実態に即した教材作成や素材について，また，

各国のニーズに応える教材開発について，意見交換が

可能になると期待できる．平成２１年度に予定されてい

る各研修において，実際に取り組んでいく予定である．

６．おわりに

　平成１９年度と平成２０年度の事業を進めてきた結果，

以下の３点の課題が浮上してきた．

１）派遣現職教員に対する「ハンズオン」の趣旨，

教材の周知徹底不足

２）教材の見直しと評価の必要性

３）開発途上国における「ハンズオン教材」を活用

した実践事例数の確保

　１点目の課題は，派遣される隊員の方々を対象とし

た「ハンズオン」概念の周知を図ることと，「ハンズオ

ン」概念を十分備えた教材を提供することが必要であ

る．この課題は，JICA 青年海外協力隊事務局の方々か

らのコメント１）を踏まえたものである．平成２１年４

月７日には，平成２１年度青年海外協力隊現職教員特別

研修プログラムの中で，派遣現職教員を対象とした，

ハンズオン教材についてのワークショップをおこなう．

派遣前に実際にハンズオン教材に関する理解を促進し，

任地において教材作成の際の手助けとなるよう，教材

のデータベース化を更に進めていくこと，逐次的な情

報提供を呼びかけていくことが大切である．

　２点目の課題は，１点目の課題を踏まえ，これまで

に集約・開発を進めてきたハンズオン教材の中から，

「ハンズオン」教材として使用に耐えうるものへの精

選を前提とする．開発途上国において適用可能な汎用

性を備えたものであるかどうかを精選の視点として，

教材を見直す．派遣現職教員をはじめ任地で活動して

いる青年海外協力隊隊員の方々の視点からハンズオン

教材の評価をおこない，開発途上国独自の教材開発お

よび授業実践における教材の質的向上を図ることが必

要である．

　３点目の課題は，平成１９年度の事業で開発した活動

展開モデルを踏まえ，指導案を作成し，開発途上国に

おける授業の提案を想定している．提案する授業は，

異なる開発途上国であっても，可能な限り同一の教材

を用いることにする．当然のことながら，各国の事情

により，入手できるハンズオン素材は異なり，独自の

教材が作成されることになる．そのような実践事例に

ついて比較・検討をおこない，ハンズオン教材として

の評価としていきたい．

註

１）JICA 青年海外協力隊事務局の技術顧問である橘

克彦氏より，本事業の展開，ハンズオン素材の収集

や教材の開発に対する貴重な意見を頂いている．ま

た，本稿で紹介した，パラオにおける授業実践に対

しても貴重な意見を頂きました．この場をかりて御

礼を申し上げます．

参考文献

服部勝憲・青山和裕編　（２００８），途上国で手に入る材

料で子ども達を引き付ける授業ができるハンズオン

素材集，鳴門教育大学教員教育国際協力センター．

青山和裕　（２００８），派遣現職教員を支援するためのハ

ンズオン素材集約とそれを活用した活動展開モデル

の開発について，鳴門教育大学国際教育協力研究，

第３号，pp．１７−２３．

服部勝憲・松嵜昭雄編　（２００９），開発途上国で手に入

る素材を活かすハンズオン教材の作り方，鳴門教育

大学教員教育国際協力センター．

参考Webサイト

「国際協力拠点形成事業−文部科学省」

　＜ http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/kyouiku/

　　main5_a9/002.htm ＞　［２００９，March ３１］

「平成２０年度教育協力拠点形成事業実施課題一覧　

日本国内での実践知を反映したハンズオン素材の集

約」

　＜ http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/kyouiku/

　　main5_a9/002/08070303/015.htm ＞

「平成１９年度教育協力拠点形成事業実施課題一覧　日

本国内での実践知を反映したハンズオン素材の集約」

　＜ http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/kyouiku/

　　main5_a9/002/07062003/001/007.htm ＞

写真１０



19

日本国内の実践知を反映したハンズオン教材の集約と教材の作り方

「パラオ政府観光局　ショップインフォメーション：

レストラン＆ショッピング＆リラクゼーション」

　＜ http://www.palau.or.jp/shop/index.html#02 ＞

　　［２００９，March ３１］

「１００円ショップで教材・おもちゃ作り」

　＜ http://www.asahi-net.or.jp/~ue6s-kzk/sub23.htm ＞

　　［２００９，March ３１］

資料１　平成１９年度事業のフォーマット：教材「スクラッチの不思議」

資料２　平成２０年度事業のフォーマット：教材「スクラッチの不思議」


	NUE Journal of International Educational Cooperation Vol.4.pdfから挿入したしおり
	905195 00 表紙.ec6.pdf
	905195 000 目次巻頭言.ec6
	905195 001-006 服部.ec6
	905195 007-013 小澤.ec6
	905195 015-019 松嵜カラー
	905195 021-026 金児カラー
	905195 027-036 宮古カラー
	905195 037-041 OHARAｶﾗｰ
	905195 043-054 Kitta.ec6
	905195 055-066 OWNER.ec6
	905195 067-070 Makladｶﾗｰ
	905195 071-089 石村.ec6
	905195 091-096 活動報告
	905195 00 表紙.ec6


